
１ 目指す将来像

２　振興施策の基本方向（平成23年度～26年度）

Ⅰ 　安全・安心に暮らせるまちづくり

○

○

【重点施策】と【具体的な推進方策】

(1) 　防災対策の推進

①　地震・津波対策の推進

②　洪水・土砂災害対策の推進

③　防災対策の強化

(2) 　地域経済や暮らしを支える社会基盤の整備

①　物流の効率化を支える道路、港湾の整備

②　圏域内外の交流拡大を支える道路の整備

③　生産性の向上を支える林道の整備

Ⅱ 　地域資源を生かした活力ある産業づくり

○

○

【重点施策】と【具体的な推進方策】

(3) 　農林水産業の経営体の育成と産地形成

(3)-1 　農業

① 　意欲ある多様な経営体の育成

② 　農地の効率的利用の促進

③ 　産地力の強化

④ 　農畜産物の高付加価値化の推進

⑤ 　農村環境・地域資源の維持保全

(3)-2 　林業

① 　適切な森林整備と意欲ある経営体の育成

② 　地域材の加工販売体制の構築

③ 　震災復興住宅への地域材利用促進

④ 　特用林産物の流通・販売体制の強化

⑤ 　浄法寺漆のブランド化と生産量の確保

(3)-3 　水産業

① 　生産基盤等の復旧と整備

② 　水産物生産体制の強化

③ 　流通・加工体制の再構築と販路拡大

(4) 　着地型観光の展開

①　広域的な情報発信による誘客の促進

②　受入れ態勢の強化及び観光メニューの充実

③　観光を担う人材の育成

　震災により被災した道路、港湾等の早期復旧・復興を進めるとともに、地震津波等への防
災対策を強化
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  培われた知恵・文化、多様な資源・技術を生かし、八戸圏域等との交流・連携を深めながら、持続
的に発展する活力みなぎる地域

   産業の振興や暮らしやすい地域づくりに必要な社会基盤の整備を引き続き推進

　震災により被災した農林水産業の生産基盤等の早期復旧・復興を進めるとともに、冷涼な
気候など地域特性を生かした農林水産物の生産を拡大しつつ、生産・加工・販売の連携を強
化

　県北圏域の自然・暮らし・文化を実感できる着地型観光や、「食」を生かした産業の展開



(5) 　地域資源を生かした食産業の振興

①　被災事業者の本格操業に向けた支援

②　事業者の経営課題に応じた支援

③　北いわての食材の認知度向上

④　食産業を担う人材の育成

⑤　安全・安心を支える体制の整備

(6) 　ものづくり産業の振興

①　被災企業の本格操業に向けた支援

②　企業の経営課題に応じた支援

③　地域の特徴的な産業の振興

④　ものづくりを担う人材の育成

⑤　企業誘致の促進

(7) 　雇用機会の確保・拡大

①　緊急的な雇用機会の確保

②　新たな雇用の場の創出

③　若年者等の就業支援

Ⅲ 　健康で住みよい地域づくり

○

○

【重点施策】と【具体的な推進方策】

(8)

①　被災住民への健康支援と医療体制の再構築

②　医療連携の推進

③　自殺対策の推進

④　生活習慣病予防の推進

⑤　健康危機管理対策の推進

(9)

①　被災した児童、高齢者、障がい者への支援

②　地域で支える子育て支援

③　地域で支える高齢者支援

④　障がい者の自立生活支援

⑤　みんなが住みやすいまちづくりの推進

①　環境を守り育てる人材の育成と協働の推進

②　良好な水環境の確保

③　廃棄物の適正処理の推進

④　青森県境産業廃棄物不法投棄事案への対応

⑤　放射線量のモニタリング

①　交通安全対策の推進

②　地域の生活環境の整備

③　地域コミュニティの活性化

　豊かな自然や環境を守り育て、また、農村漁村・都市の生活環境の整備を図るとともに、地域コミュ
ニティの活性化を図りながら、暮らしやすい地域づくりを推進

(10)

(11)

　地域における医療と健康づくりの推進

　地域で支えあう福祉の推進

　良好な環境の保全

　定住環境の整備と地域コミュニティの活性化

　震災で被災した方々への支援を継続するとともに、子どもから高齢者まで、また、病気や障がい等の
有無に関わらず、共に支えあいながら、健康で安心して暮らせるよう保健・医療・福祉の充実


